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薩摩半島西方から得られた鹿児島県における確かなヘリキホウボウの記録

橋本慎太郎 1・和田英敏 2・伊東正英 3・大富　潤 1・本村浩之 4

Two specimens (95.8–121.0 mm standard length) of an In-
do-West Pacific species Peristedion riversandersoni Alcock, 
1894 (Peristediidae), were collected from west off Satsuma Pen-
insula, Kagoshima Prefecture, southern Kyushu, Japan. In Jap-
anese waters, P. riversandersoni has previously been recorded 
from Toyama Prefecture, Pacific coast from Iwate to Miyazaki 
prefectures, and the East China Sea. Thus, the specimens de-
scribed herein detail represent the first records of P. riversander-
soni from Kagoshima Prefecture.
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 Abstract

により P. riversandersoniの新参異名とされた．

2020年 12月と 2021年 11月に鹿児島県薩摩半島西方か

らそれぞれ 1個体のヘリキホウボウが底曳網により漁獲さ

れた．本種は南日本の広域から記録されているものの，鹿

児島県における記録は知られていない．したがって，鹿児

島県薩摩半島西方産の標本は本種の鹿児島県における初め

ての記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測はOno and Kawai (2014)とKawai (2016)

にしたがった．Miller (1967)が示した rostral exsertion spine

は和田ほか（2020）を参考に吻突起棘と和訳した．骨板の

名称は矢頭（1985）にしたがった．体各部の計測はノギス

を用いて 0.1 mm単位まで行い，計測値は体長に対する百

分率で示した．標準体長は体長または SLと表記した．形

態の観察には実体顕微鏡を用いた．生鮮時の体色は固定前

に撮影された標本（KAUM–I. 153296, 162443）のカラー写

真に基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大

学総合研究博物館（KAUM）に保管されており，上記の

生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されている．

Peristedion riversandersoni Alcock, 1894

ヘリキホウボウ
（Fig. 1; Table 1）

標本　2 個体（体長 95.8–121.0 mm，鹿児島県薩摩

半島西方産）：KAUM–I. 153296，体長 95.8 mm，津倉

瀬（薩摩半島の野間岬と宇治群島の中間に位置）の南東

沖（31°10′56″N, 129°52′58″E）， 水 深 402 m，2020 年 12 月

29日，底曳網，豊栄丸の漁獲物から伊東正英により採集；

KAUM–I. 162443，体長 121.0 mm，下甑島の約 23 km南東

沖（31°33′N, 129°53′E），水深 350 m，2021年 11月 5日，底

曳網，丸航丸の漁獲物から大富　潤により採集．

記載　計数形質と各体部の体長に対する割合を Table 1

に示した．体は円筒形で尾柄にかけて細くなる．頭は大き

キホウボウ属 Peristedion Lacepède, 1801は世界から 24

有効種が知られており（Fricke et al., 2017），日本国内から

はキホウボウ P. orientale Temminck and Schlegel, 1843，モ

ヨウキホウボウ P. liorhynchus (Günther, 1872)，ヘリキホ

ウボウ P. riversandersoni Alcock, 1894，およびツノブトキ

ホウボウ P. amblygenys Fowler, 1938の 4種が知られてい

る（Ono and Kawai, 2014; Kawai, 2016）．このうちヘリキホ

ウボウは水深 100–590 mの海底に生息し（Ono and Kawai, 

2014；村瀬，2021），富山県，岩手県から宮崎県までの太

平洋沿岸，および東シナ海から記録されていた（Kamohara, 

1964; Ono and Kawai, 2014; Iwatsuki et al., 2017；和田ほか，

2020；村瀬，2021）．本種には長らく P. nierstrasziが適用

されてきたが（山田・柳下，2013），本名義種は Kawai (2016)
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く，やや縦扁する．吻突起は長く扁平な三角形で，やや外

側に向けて伸長する．吻突起基底部の内縁は曲線的．吻

突起第 4感覚孔前縁は上顎前端より前方に位置する．吻

突起棘はきわめて小さい（KAUM–I. 162443では退化的）．

吻突起基部から前鰓蓋骨にかけて骨質隆起が側方に張り

出す．口は下位で，大きい．両顎に歯はない．下唇に 3

対の髭を有し，最後部の髭は最も長く伸長し，KAUM–I. 

153296では 23本（右側では 21本），KAUM–I. 162443で

は 21本（右側では 22本）に分枝する．下顎には 6対の髭

を有し，よく分枝する．両眼間隔域はくぼむ．眼は大きく，

楕円形．鰓耙は細長く，発達する．体は骨板に被われ，体

側の骨板は 4列で，それぞれの骨板に 1本の後向棘を有す

る．第 22–36番目（KAUM–I. 153296では第 23–36番目）

の上側列の骨板は前向棘を有する．肛門は臀鰭起部直前に

位置する．第 1背鰭起部は胸鰭基底上端の直上付近に位置

し，第 2背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上よりわずかに前

Fig. 1. Fresh specimens of Peristedion riversandersoni (A–C: KAUM–I. 162443, 121.0 mm SL; D: KAUM–I. 153296, 95.8 mm SL) 
from west of Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, southern Kyushu, Japan. A and D: lateral view, B: dorsal view, C: ventral 
view.
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方に位置する．臀鰭起部は第 2背鰭第 3軟条起部直下付近

に位置する．胸鰭下部の 2軟条は遊離し，第 1遊離軟条後

端は臀鰭第 3軟条基底を越える（KAUM–I. 153296では臀

鰭起部にわずかに達しない）．腹鰭起部は胸鰭基底下端の

直下に位置し，たたんだ腹鰭の後端は肛門前縁に達する．

尾鰭は截形でやや小さい．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）—体の地色は淡い赤橙色

で（KAUM–I. 153296では淡い赤桃色），体側腹方と体腹

面は淡色（KAUM–I. 153296では体腹面は銀白色）．頭の

地色は淡い赤橙色で（KAUM–I. 153296では淡い赤桃色），

頭腹面は淡色．背側列と上側列の前半部の骨板は体の地

色よりやや暗い赤桃色で縁取られる（KAUM–I. 153296で

は体の地色よりわずかに暗い赤桃色で縁どられる）．各髭

は白色．背鰭と臀鰭の地色は白色半透明で，先端が暗褐

色で縁どられる（KAUM–I. 153296では背鰭と臀鰭の後端

のみ）．遊離軟条を除いた胸鰭の地色は赤橙色（KAUM–

I.153296では淡い赤桃色）で，胸鰭基底上部と胸鰭中央

やや後方付近に暗褐色域がある．遊離軟条の地色は赤橙

色で（KAUM–I. 153296では白色），基底付近と先端は白

色．腹鰭は白色半透明で，先端が淡い桃色に縁どられる

（KAUM–I. 153296では縁どられない）．尾鰭は淡い赤橙色

で（KAUM–I. 153296ではわずかに赤桃色を帯びた白色），

上縁と下縁は赤橙色（KAUM–I. 153296では淡い赤桃色）．

分布　アラビア海（インド南西沖），スリランカ，日
本，台湾，香港，フィリピン，およびインドネシアから記

録されている（Talwar, 1976; Ho et al., 2013; Ono and Kawai, 

2014; Fricke et al., 2017）．国内においては富山県，岩手県，

茨城県鹿島灘，千葉県，駿河湾，愛知県蒲郡市沖，三重県

尾鷲市沖，高知県，宮崎県，鹿児島県薩摩半島西方，およ

び東シナ海から記録されている（Kamohara, 1964; Ono and 

Kawai, 2014; Iwatsuki et al., 2017；和田ほか，2020；村瀬，

2021；本研究）．

備考　鹿児島県産の標本は，吻突起第 4感覚孔が前上

顎骨より前方に位置すること，吻突起の輪郭が三角形であ

ること，吻突起基底部の内縁の輪郭が曲線的であること，

吻突起幅が体長の 3.1–3.8%であること，吻突起幅が吻突

起第 4感覚孔前縁部における吻突起間隔の 56.6–74.2%で

あること，最長髭の分枝数が 21–23であること，下顎の

総髭数が 18であること，および吻突起基部から前鰓蓋骨

にかけて骨質隆起が側方に張り出すことなどの特徴が Ono 

and Kawai (2014)，Kawai (2016)，および和田ほか（2020）

が示した Peristedion riversandersoni［Ono and Kawai (2014)

では P. nierstrasziの学名が使用されている］の特徴に一致

したため本種に同定された．和田ほか（2020）は本種の標

徴として背側列と上側列の前半部の骨板が暗褐色に縁どら

れることを挙げたが，本研究の記載標本における縁取りは

体の地色よりやや暗い赤桃色であった．しかし，その他の

形質はヘリキホウボウと一致したため，これらの相違は種

内変異であるとみなした．

ヘリキホウボウは 170 mm程度まで成長し（和田ほか，

2020；村瀬，2021），成長に伴い吻突起棘が消失すること

が知られており（Kawai, 2016），和田ほか（2020）は岩手

県沖産の個体（体長 166.0 mm）には吻突起棘がないと報

告している．本研究で記載した標本においては小型個体

（KAUM–I. 153296，体長 95.8 mm）では吻突起棘が顕著に

みられ，中型個体（KAUM–I. 162443，体長 121.0 mm）で

は退化的であるが吻突起棘がみられたことから，Kawai 

(2016)と同様に成長に伴い吻突起棘が消失する傾向が確認

された．

Table 1. Counts and measurements of Peristedion riversander-
soni.

KAUM–I. 
153296

KAUM–I. 
162443

Standard length (SL: mm) 95.8 121.0
Counts
 Dorsal-fin rays VIII, 22 VIII, 22
 Anal-fin rays 20 21
 Pectoral-fin rays (incl. 2 free rays) 13 13
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
 Principal caudal-fin rays 12 12
 Bony plates in dorsal row 30 30
 Bony plates in upper lateral row 37 37
 Bony plates in lower lateral row 27 27
 Bony plates in ventral row 24 25
 Bony plates before anus 2 2
 Bicuspid bony plates in upper

lateral row 14 15
 Gill rakers 4 ＋ 19 4 ＋ 19
 Barbels (lip + chin) 3 ＋ 6 3 ＋ 6
Measurements (% SL)
 Body depth 15.0 14.7
 Body width 14.8 14.0
 Head length 33.9 35.4
 Head depth 15.6 15.4
 Head width 21.3 22.0
 Snout to dorsal-fin origin 34.6 33.3
 Snout to anal-fin origin 46.9 48.3
 Snout to anus 42.8 42.4
 Snout length 16.2 16.0
 Rostral projection length 14.6 14.5
 Rostral projection width 3.1 3.8
 Distance between tips of rostral

projections 12.1 14.9
 Distance between 4th sensory pore

of rostral projections 5.5 5.1
 Filamentous barbel length 11.2 11.0
 Upper-jaw length 12.9 12.1
 Lower-jaw length 15.0 13.9
 Orbital diameter 8.7 8.4
 Interorbital width 8.4 8.2
 Pectoral-fin length 16.4 16.9
 1st free pectoral-fin ray length 18.4 20.8
 2nd free pectoral-fin ray length 16.0 17.7
 Pelvic-fin length 17.6 18.2
 1st dorsal-fin spine length 8.6 8.7
 Caudal-peduncle length 11.3 11.4
 Caudal-peduncle depth 2.5 2.3
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Iwatsuki et al. (2017)は日向灘（大分県，宮崎県，および

鹿児島県の太平洋沿岸域）からヘリキホウボウを記録した

が，この記録は宮崎大学農学部海洋生物環境学科（MUFS）

が所蔵する宮崎市青島近海産の標本（MUFS 5535, MUFS 

8545, MUFS 8568）と宮崎県日南市南郷町の南郷漁協（目

井津漁港）に水揚げされた標本（MUFS 13329–13331）に

基づく（岩槻幸雄氏・投野隼人氏，私信）．したがって，

本研究で記載した薩摩半島西方から得られた標本は鹿児島

県における本種の確かな記録となる．本種はこれまで水深

100–590 mから記録されており（Ono and Kawai, 2014；村瀬，

2021），薩摩半島西方産の標本も水深 350–402 mからタカ

エビ漁［ヒゲナガエビ Haliporoides sibogae (de Man, 1907)

を漁獲対象とする底曳網漁］の混獲物から得られた．
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